
平
成
十
九
年
総
務
省
令
第
三
十
七
号

日
本
郵
便
株
式
会
社
法
施
行
規
則

郵
便
局
株
式
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
四
項
、
第
五
条
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
六
項
、

第
九
条
並
び
に
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
郵
便
局
株
式
会
社
法
施
行
規
則
（
平

成
十
八
年
総
務
省
令
第
百
三
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
銀
行
窓
口
業
務
）

第
一
条
　
日
本
郵
便
株
式
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
本
文
に

規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
銀
行
代
理
業
の
う
ち
利
用
者
本
位
の

簡
便
な
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
取
扱
件
数
が
多
い
こ
と
等
か
ら
国
民
生
活
に
定
着
し
て
い

る
役
務
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
係
る
も
の
と
す
る
。

一
　
流
動
性
預
金
の
う
ち
簡
易
な
貯
蓄
の
手
段
で
あ
る
も
の
の
受
入
れ
を
内
容
と
す
る
契
約
の
締
結
の
代
理

二
　
定
期
性
預
金
の
う
ち
簡
易
な
貯
蓄
の
手
段
で
あ
る
も
の
の
受
入
れ
を
内
容
と
す
る
契
約
の
締
結
の
代
理

三
　
為
替
取
引
の
う
ち
簡
易
な
送
金
及
び
債
権
債
務
の
決
済
の
手
段
で
あ
る
も
の
を
内
容
と
す
る
契
約
の
締
結
の

代
理

２
　
法
第
二
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
銀
行
窓
口
業
務
契
約
の
期
間
、
更
新
及
び
解
除
に
関
す
る
事
項

二
　
銀
行
窓
口
業
務
契
約
に
係
る
手
数
料
に
関
す
る
事
項

（
保
険
窓
口
業
務
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
三
項
本
文
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
募
集
及
び

関
連
保
険
会
社
の
事
務
の
代
行
の
う
ち
利
用
者
本
位
の
簡
便
な
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
取

扱
件
数
が
多
い
こ
と
等
か
ら
国
民
生
活
に
定
着
し
て
い
る
役
務
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
係
る
も
の
と

す
る
。

一
　
終
身
保
険
（
被
保
険
者
を
一
人
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
又
は
被
保

険
者
が
死
亡
し
た
こ
と
の
ほ
か
被
保
険
者
の
生
存
中
に
一
定
の
期
間
が
満
了
し
た
こ
と
に
よ
り
保
険
金
の
支
払

を
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
う
ち
簡
易
に
利
用
で
き
る
も
の
の
保
険
契
約
に
係
る
保
険
募
集

二
　
養
老
保
険
（
被
保
険
者
を
一
人
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
被
保
険
者
の
生
存
中
に
保
険
期
間
が
満
了
し
、
若

し
く
は
そ
の
期
間
の
満
了
前
に
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
又
は
こ
れ
ら
の
事
由
の
ほ
か
被
保
険
者

の
生
存
中
に
保
険
期
間
内
の
一
定
の
期
間
が
満
了
し
た
こ
と
に
よ
り
保
険
金
の
支
払
を
す
る
も
の
を
い
う
。
）

の
う
ち
簡
易
に
利
用
で
き
る
も
の
の
保
険
契
約
に
係
る
保
険
募
集

三
　
前
二
号
に
規
定
す
る
保
険
契
約
に
係
る
保
険
金
の
支
払
の
請
求
の
受
理
に
関
す
る
事
務
の
代
行

２
　
法
第
二
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
保
険
窓
口
業
務
契
約
の
期
間
、
更
新
及
び
解
除
に
関
す
る
事
項

二
　
保
険
窓
口
業
務
契
約
に
係
る
手
数
料
に
関
す
る
事
項

（
業
務
の
届
出
）

第
三
条
　
日
本
郵
便
株
式
会
社
（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
二
項

第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
又
は
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
を
営
む
こ
と
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
業
務
の
内
容

二
　
業
務
の
開
始
の
時
期

三
　
業
務
を
営
む
理
由

２
　
会
社
は
、
法
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
業
務
を
営
む
こ
と
の
届
出
を
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
業
務
の
内
容

二
　
業
務
の
開
始
の
時
期

三
　
業
務
の
収
支
の
見
込
み

四
　
業
務
を
営
む
理
由

（
郵
便
局
の
設
置
基
準
等
）

第
四
条
　
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
郵
便
局
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
会
社
は
、
い
ず
れ
の
市
町
村
（
特
別

区
を
含
む
。
）
に
お
い
て
も
、
一
以
上
の
郵
便
局
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
郵
便

窓
口
業
務
及
び
保
険
窓
口
業
務
を
行
う
会
社
の
営
業
所
（
関
連
銀
行
の
営
業
所
が
併
設
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限

る
。
）
が
当
該
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
に
お
い
て
一
以
上
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
郵
便
窓
口
業
務
及
び

銀
行
窓
口
業
務
を
行
う
会
社
の
営
業
所
（
関
連
保
険
会
社
の
営
業
所
が
併
設
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
が
当

該
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
に
お
い
て
一
以
上
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
そ
の
他
の
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と

総
務
大
臣
が
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
基
準
に
よ
る
ほ
か
、
会
社
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
り
、
郵
便
局
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
地
域
住
民
の
需
要
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
交
通
、
地
理
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
地
域
住
民
が
容
易
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
位
置
に
設
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

三
　
過
疎
地
に
お
い
て
は
、
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十

号
）
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
こ
と
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
会
社
は
、
会
社
の
営
業
所
で
あ
っ
て
郵
便
窓
口
業
務
を
行
う
も
の
の
う
ち
銀
行

窓
口
業
務
又
は
保
険
窓
口
業
務
を
行
わ
な
い
も
の
を
郵
便
局
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
前
項
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
り

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
簡
易
郵
便
局
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
三
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
簡
易
郵
便
局
は
、
前
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
会
社
の
営
業
所
と
み
な
す
。

５
　
第
二
項
第
三
号
の
「
過
疎
地
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
地
域
を
い
う
も
の
と
す
る
。

一
　
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
離
島
振
興

対
策
実
施
地
域

二
　
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
奄
美
群
島

三
　
山
村
振
興
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
振
興
山
村

四
　
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
小

笠
原
諸
島

五
　
半
島
振
興
法
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
半
島
振
興
対

策
実
施
地
域

六
　
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
地
域

七
　
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
第
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
離
島

（
郵
便
局
等
に
係
る
届
出
事
項
）

第
五
条
　
会
社
は
、
法
第
六
条
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の

届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
会
社
は
、
法
第
六
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
変
更
の
理
由

（
銀
行
窓
口
業
務
契
約
及
び
保
険
窓
口
業
務
契
約
の
内
容
の
届
出
）

第
六
条
　
会
社
は
、
法
第
七
条
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
銀
行
窓
口
業
務
契
約
又
は
保

険
窓
口
業
務
契
約
を
締
結
す
る
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に
銀
行
窓
口
業
務

契
約
又
は
保
険
窓
口
業
務
契
約
に
係
る
契
約
書
の
案
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え

て
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
関
連
銀
行
又
は
関
連
保
険
会
社
の
商
号
、
免
許
取
得
年
月
日
及
び
営
業
開
始
年
月
日

二
　
銀
行
窓
口
業
務
契
約
又
は
保
険
窓
口
業
務
契
約
を
締
結
す
る
日

三
　
銀
行
窓
口
業
務
又
は
保
険
窓
口
業
務
の
開
始
の
時
期

２
　
会
社
は
、
法
第
七
条
後
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
銀
行
窓
口
業
務
契
約
又
は
保
険
窓

口
業
務
契
約
の
内
容
を
変
更
す
る
た
め
の
契
約
を
締
結
す
る
日
の
一
月
前
ま
で
に
（
法
第
二
条
第
二
項
第
三
号
又

は
同
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
変
更
す
る
た
め
の
契

1



約
を
締
結
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
）
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に
変
更
後
の
銀
行
窓
口
業
務
契
約

又
は
保
険
窓
口
業
務
契
約
に
係
る
契
約
書
の
案
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
総

務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
の
内
容

二
　
変
更
の
理
由

三
　
銀
行
窓
口
業
務
契
約
又
は
保
険
窓
口
業
務
契
約
の
内
容
を
変
更
す
る
た
め
の
契
約
を
締
結
す
る
日

四
　
変
更
に
係
る
銀
行
窓
口
業
務
又
は
保
険
窓
口
業
務
の
開
始
の
時
期

（
新
株
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
の
認
可
の
申
請
）

第
七
条
　
会
社
は
、
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
株
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
新
株
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
に
関
す
る
株
主
総
会
（
種

類
株
主
総
会
（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
十
四
号
に
規
定
す
る
種
類
株
主
総
会
を
い

う
。
）
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
取
締
役
会
の
議
事
録
の
写
し
を
添
え
て
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
募
集
事
項
（
会
社
法
第
百
九
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
募
集
事
項
を
い
う
。
）

二
　
会
社
法
第
二
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
株
主
に
株
式
の
割
当
て
を
受
け
る
権
利
を
与

え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
株
主
に
対
し
、
会
社
法
第
二
百
三
条
第
二
項
の
申
込
み
を
す
る
こ
と
に
よ
り
会
社
の
新
株
（
会
社
が
種
類

株
式
発
行
会
社
（
同
法
第
二
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
種
類
株
式
発
行
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
株
主
の
有
す
る
種
類
の
株
式
と
同
一
の
種
類
の
も
の
）
の
割
当
て
を
受
け
る
権

利
を
与
え
る
旨

ロ
　
イ
の
新
株
の
引
受
け
の
申
込
み
の
期
日

三
　
新
株
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
の
方
法

四
　
金
銭
の
払
込
み
を
す
べ
き
と
き
は
、
払
込
み
の
取
扱
い
の
場
所

五
　
新
株
の
払
込
金
額
（
会
社
法
第
百
九
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
払
込
金
額
を
い
う
。
）
の
使
途

六
　
新
株
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
の
理
由

（
募
集
新
株
予
約
権
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
の
認
可
の
申
請
）

第
八
条
　
会
社
は
、
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
募
集
新
株
予
約
権
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
の
認
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
募
集
新
株
予
約
権
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集

に
関
す
る
株
主
総
会
又
は
取
締
役
会
の
議
事
録
の
写
し
を
添
え
て
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
募
集
事
項
（
会
社
法
第
二
百
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
募
集
事
項
を
い
う
。
）

二
　
会
社
法
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
株
主
に
新
株
予
約
権
の
割
当
て
を
受
け

る
権
利
を
与
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
株
主
に
対
し
、
会
社
法
第
二
百
四
十
二
条
第
二
項
の
申
込
み
を
す
る
こ
と
に
よ
り
会
社
の
募
集
新
株
予
約

権
（
会
社
が
種
類
株
式
発
行
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
目
的
で
あ
る
株
式
の
種
類
が
当
該
株
主

の
有
す
る
種
類
の
株
式
と
同
一
の
種
類
の
も
の
）
の
割
当
て
を
受
け
る
権
利
を
与
え
る
旨

ロ
　
イ
の
募
集
新
株
予
約
権
の
引
受
け
の
申
込
み
の
期
日

三
　
募
集
新
株
予
約
権
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
の
方
法

四
　
新
株
予
約
権
の
行
使
に
際
し
て
金
銭
の
払
込
み
を
す
べ
き
と
き
は
、
払
込
み
の
取
扱
い
の
場
所

五
　
募
集
新
株
予
約
権
の
払
込
金
額
（
会
社
法
第
二
百
三
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
払
込
金
額
を
い

う
。
）
の
使
途

六
　
募
集
新
株
予
約
権
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
の
理
由

（
株
式
交
換
又
は
株
式
交
付
に
際
し
て
株
式
等
を
交
付
す
る
こ
と
の
認
可
の
申
請
）

第
八
条
の
二
　
会
社
は
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
株
式
交
換
又
は
株
式
交
付
に
際
し
て
株
式
又
は
新
株
予
約

権
を
交
付
す
る
こ
と
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
総
務
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
会
社
法
第
七
百
六
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
定
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
項
を
含
む
。
）
又
は
同
法
第
七
百
七
十
四
条
の
三
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
事
項
（
同
条
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
三

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
項
を
含
む
。
）

二
　
株
式
交
換
又
は
株
式
交
付
に
際
し
て
株
式
又
は
新
株
予
約
権
を
交
付
す
る
方
法

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
株
式
交
換
又
は
株
式
交
付
に
関
す
る
株
主
総
会
又
は
取
締
役
会
の
議
事
録
の
写
し

二
　
株
式
交
換
契
約
又
は
株
式
交
付
計
画
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

（
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
株
式
を
発
行
し
た
旨
の
届
出
）

第
九
条
　
会
社
は
、
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
株
式
を
発
行
し
た
旨
を
届
け
出

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
新
株
予
約
権
に
つ
き
、
法
第
九
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
日

二
　
当
該
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
発
行
し
た
株
式
の
数
（
会
社
が
種
類
株
式
発
行
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
株
式
の
種
類
及
び
種
類
ご
と
の
数
。
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

三
　
当
該
新
株
予
約
権
の
行
使
に
際
し
て
出
資
さ
れ
た
財
産
の
価
額

四
　
金
銭
以
外
の
財
産
を
当
該
新
株
予
約
権
の
行
使
に
際
し
て
す
る
出
資
の
目
的
と
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
並
び

に
当
該
財
産
の
内
容
及
び
価
額

五
　
当
該
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
株
式
を
発
行
し
た
日

六
　
当
該
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
株
式
を
発
行
す
る
場
合
に
お
け
る
増
加
す
る
資
本
金
及
び
資
本
準
備
金
に

関
す
る
事
項

（
事
業
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
十
条
　
会
社
は
、
法
第
十
条
前
段
の
規
定
に
よ
り
毎
事
業
年
度
の
事
業
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
当
該
事
業
計
画
に
資
金
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
添
え
て
、
毎
事
業
年
度
開
始
の
日
の
一
月
前
ま
で
に
総

務
大
臣
に
提
出
し
て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
事
業
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
業
務
運
営
の
基
本
方
針
（
法
第
五
条
に
規
定
す
る
責
務
の
履
行
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）

二
　
法
第
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
計
画

三
　
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
対
象
と
な
る
郵
便
局
及
び
会
社
の
営
業
所
の
設
置
及
び
廃
止
に
関

す
る
基
本
的
な
計
画

四
　
そ
の
他
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項

３
　
会
社
は
、
法
第
十
条
後
段
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ

う
と
す
る
事
項
及
び
変
更
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
業
計
画
の
認
可
を
申
請
す
る
と
き
に
添
付
し
た
資
金
計

画
書
又
は
収
支
予
算
書
の
変
更
を
伴
う
と
き
は
、
当
該
変
更
後
の
当
該
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
重
要
な
財
産
）

第
十
一
条
　
法
第
十
一
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
重
要
な
財
産
は
、
土
地
及
び
建
物
（
郵
便
局
又
は
会
社
の
営
業
所

で
あ
っ
て
郵
便
窓
口
業
務
を
行
う
も
の
の
う
ち
銀
行
窓
口
業
務
若
し
く
は
保
険
窓
口
業
務
を
行
わ
な
い
も
の
の
設

置
に
伴
い
譲
渡
す
る
土
地
及
び
建
物
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
そ
の
帳
簿
価
額
が
十
億
円
以
上
の
も
の
と
す
る
。

（
重
要
な
財
産
の
譲
渡
等
の
認
可
の
申
請
）

第
十
二
条
　
会
社
は
、
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
重
要
な
財
産
の
譲
渡
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
財
産
の
内
容

二
　
譲
渡
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三
　
所
有
権
以
外
の
権
利
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
権
利
の
種
類

四
　
対
価
の
額

五
　
対
価
の
受
領
の
時
期
及
び
方
法
そ
の
他
の
譲
渡
の
条
件

六
　
譲
渡
の
理
由

２
　
会
社
は
、
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
重
要
な
財
産
を
担
保
に
供
す
る
こ
と
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
　
担
保
に
供
し
よ
う
と
す
る
財
産
の
内
容

二
　
権
利
を
取
得
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三
　
財
産
を
第
三
者
の
た
め
に
担
保
に
供
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

四
　
権
利
の
種
類

五
　
担
保
さ
れ
る
債
権
の
額

六
　
担
保
に
供
す
る
理
由

（
定
款
の
変
更
の
決
議
の
認
可
の
申
請
）

第
十
三
条
　
会
社
は
、
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
定
款
の
変
更
の
決
議
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変

更
し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
変
更
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
定
款
の
変
更
に
関
す
る
株
主
総
会
又
は
取
締

役
会
の
議
事
録
の
写
し
を
添
え
て
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
合
併
、
会
社
分
割
又
は
解
散
の
決
議
の
認
可
の
申
請
）

第
十
四
条
　
会
社
は
、
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
合
併
、
会
社
分
割
又
は
解
散
の
決
議
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
解
散
の
決
議
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
、
第
三

号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
事
項
に
限
る
。
）
を
記
載
し
た
申
請
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
事
項

イ
　
吸
収
合
併
（
会
社
法
第
二
条
第
二
十
七
号
に
規
定
す
る
吸
収
合
併
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
場
合
　
吸

収
合
併
存
続
会
社
（
同
法
第
七
百
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
吸
収
合
併
存
続
会
社
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
項
を
含
む
。
）
、
吸
収
合
併
存
続
会
社
が
持
分

会
社
（
同
法
第
五
百
七
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
持
分
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
同
法
第
七
百
五
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項
を
定
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
項
を
含
む
。
）

ロ
　
新
設
合
併
（
会
社
法
第
二
条
第
二
十
八
号
に
規
定
す
る
新
設
合
併
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
場
合
　
新

設
合
併
設
立
会
社
（
同
法
第
七
百
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
設
合
併
設
立
会
社
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
条
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
場
合
に
あ

っ
て
は
、
当
該
事
項
を
含
む
。
）
、
新
設
合
併
設
立
会
社
が
持
分
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
法
第
七
百

五
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

ハ
　
吸
収
分
割
（
会
社
法
第
二
条
第
二
十
九
号
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
場
合
　
吸

収
分
割
承
継
会
社
（
同
法
第
七
百
五
十
七
条
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
承
継
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が

株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
法
第
七
百
五
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
、
吸
収
分
割
承
継
会
社
が

持
分
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
法
第
七
百
六
十
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項

ニ
　
新
設
分
割
（
会
社
法
第
二
条
第
三
十
号
に
規
定
す
る
新
設
分
割
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
場
合
　
新
設

分
割
設
立
会
社
（
同
法
第
七
百
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
設
分
割
設
立
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
、
新
設
分
割
設
立
会
社
が
持
分
会
社
で
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
法
第
七
百
六
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

ホ
　
解
散
の
場
合
　
清
算
人
の
氏
名
及
び
住
所

二
　
会
社
の
株
主
で
あ
っ
て
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定

め
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
者
の
所
有
す
る
株
式
の
数

イ
　
会
社
が
吸
収
合
併
消
滅
会
社
（
会
社
法
第
七
百
四
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
吸
収
合
併
消
滅
会

社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
吸
収
分
割
会
社
（
同
法
第
七
百
五
十
八
条
第
一
号
に
規
定
す
る
吸
収
分
割

会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
な
る
場
合
　
同
法
第
七
百
八
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
反
対
株
主

ロ
　
会
社
が
吸
収
合
併
存
続
会
社
又
は
吸
収
分
割
承
継
会
社
と
な
る
場
合
　
会
社
法
第
七
百
九
十
七
条
第
二
項

に
規
定
す
る
反
対
株
主

ハ
　
会
社
が
新
設
合
併
消
滅
会
社
（
会
社
法
第
七
百
五
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
新
設
合
併
消
滅
会

社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
新
設
分
割
会
社
（
同
法
第
七
百
六
十
三
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
新

設
分
割
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
な
る
場
合
　
同
法
第
八
百
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
反
対
株
主

三
　
合
併
、
会
社
分
割
又
は
解
散
の
時
期

四
　
合
併
、
会
社
分
割
又
は
解
散
の
理
由

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
（
解
散
の
決
議
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第

一
号
の
書
類
に
限
る
。
）
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
合
併
、
会
社
分
割
又
は
解
散
に
関
す
る
株
主
総
会
又
は
取
締
役
会
の
議
事
録
の
写
し

二
　
合
併
契
約
又
は
吸
収
分
割
契
約
若
し
く
は
新
設
分
割
計
画
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

三
　
合
併
又
は
会
社
分
割
の
主
要
な
条
件
の
決
定
に
関
す
る
説
明
書

四
　
合
併
契
約
又
は
吸
収
分
割
契
約
若
し
く
は
新
設
分
割
計
画
の
内
容
を
決
定
し
た
時
に
お
け
る
会
社
の
資
産
、

負
債
そ
の
他
の
財
産
の
状
況
の
説
明
書

五
　
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
書
類

イ
　
吸
収
合
併
の
場
合
　
会
社
が
吸
収
合
併
存
続
会
社
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
吸
収
合
併
消
滅
会
社
の
定

款
、
会
社
が
吸
収
合
併
消
滅
会
社
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
吸
収
合
併
存
続
会
社
の
定
款

ロ
　
新
設
合
併
の
場
合
　
新
設
合
併
設
立
会
社
及
び
新
設
合
併
消
滅
会
社
（
会
社
を
除
く
。
）
の
定
款

ハ
　
吸
収
分
割
の
場
合
　
会
社
が
吸
収
分
割
承
継
会
社
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
吸
収
分
割
会
社
の
定
款
、
会

社
が
吸
収
分
割
会
社
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
吸
収
分
割
承
継
会
社
の
定
款

ニ
　
新
設
分
割
の
場
合
　
新
設
分
割
設
立
会
社
及
び
新
設
分
割
会
社
（
会
社
を
除
く
。
）
の
定
款

（
財
務
諸
表
）

第
十
五
条
　
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
二

号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
会
社
が
作
成
し
た
場
合
に
限
る
。

一
　
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書

二
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書

三
　
附
属
明
細
表

四
　
連
結
財
務
諸
表
（
連
結
貸
借
対
照
表
、
連
結
損
益
計
算
書
、
連
結
包
括
利
益
計
算
書
、
連
結
株
主
資
本
等
変

動
計
算
書
、
連
結
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
及
び
連
結
附
属
明
細
表
を
い
う
。
）

五
　
中
間
連
結
財
務
諸
表
（
中
間
連
結
貸
借
対
照
表
、
中
間
連
結
損
益
計
算
書
、
中
間
連
結
包
括
利
益
計
算
書
、

中
間
連
結
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
及
び
中
間
連
結
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
を
い
う
。
）

六
　
中
間
財
務
諸
表
（
中
間
貸
借
対
照
表
、
中
間
損
益
計
算
書
、
中
間
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
及
び
中
間
キ
ャ

ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
を
い
う
。
）

２
　
会
社
は
、
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
（
前
項
第
五
号

に
掲
げ
る
書
類
に
あ
っ
て
は
中
間
連
結
会
計
期
間
終
了
後
、
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類
に
あ
っ
て
は
中
間
会
計

期
間
終
了
後
）
三
月
以
内
に
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
六

号
に
掲
げ
る
書
類
（
第
二
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
作
成
し
た
場
合
に
限
る
。
）
は
、
財
務

諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
十
九
号
）
の
規
定
に
よ

り
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
（
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
作
成
し
た
場
合
に
限

る
。
）
は
、
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
大
蔵
省
令
第
二
十

八
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
事
業
報
告
書
は
、
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
昭
和
四
十
八
年
大
蔵

省
令
第
五
号
）
第
十
五
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
様
式
（
経
理
の
状
況
に
係
る
部
分
（
主
な
資
産
及
び
負
債
の
内

容
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
に
準
じ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
収
支
の
状
況
）

第
十
六
条
　
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
書
類
に
は
、
別
表
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
同
条
各
号
に
規

定
す
る
業
務
の
区
分
ご
と
の
収
支
の
状
況
を
記
載
す
る
も
の
と
し
、
当
該
書
類
は
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
四
月
以

内
に
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
書
類
に
記
載
す
る
営
業
収
益
及
び
営
業
費
用
は
、
別
表
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る

ほ
か
、
適
正
な
方
法
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
方
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法
に
よ
っ
て
整
理
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
と
き
は
、
そ
の
全
部
を
主
た
る
関
連
を
有
す
る
業
務
に
整
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
会
社
は
、
当
該
方
法
に
基
づ
き
作
成
す
る
営
業
収
益
及
び
営
業
費
用
の
整
理
に
関
す

る
計
算
方
法
を
記
載
し
た
書
類
を
総
務
大
臣
に
あ
ら
か
じ
め
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
会
社
は
、
別
表
に
掲
げ
る
事
項
が
前
二
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
適
正
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
公

認
会
計
士
（
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
第
十
六
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国
公
認

会
計
士
を
含
む
。
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
監
査
法
人
に
よ
る
証
明
書
を
得
る
と
と
も
に
、
当

該
証
明
書
を
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
書
類
と
併
せ
て
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

第
十
七
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
の
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

（
情
報
の
公
表
）

第
十
八
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
情
報
は
、
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
に
提
出
し
た
書
類

の
内
容
と
す
る
。

２
　
会
社
は
、
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
を
行
う
場
合
に
は
、
前
項
に
規
定
す
る
書
類
（
法
第
十
三

条
に
規
定
す
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書

類
に
限
る
。
）
の
内
容
が
、
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
適
正
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
に
よ
る
監
査
証
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
監
査
報
告
書
を
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

り
提
出
す
る
書
類
と
併
せ
て
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
十
八
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
事
項

イ
　
法
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
　
当
該
届
出
を
し
た
業
務
の
内
容

ロ
　
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
　
当
該
届
出
を
し
た
事
項
の
内
容

ハ
　
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
　
当
該
届
出
を
し
た
銀
行
窓
口
業
務
契
約
又
は
保
険
窓
口
業

務
契
約
の
内
容

二
　
法
第
十
八
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
　
法
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
事
業
計
画
の
内
容

三
　
法
第
十
八
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
　
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
業
務
の
区
分
ご
と
の

収
支
の
状
況
を
記
載
し
た
書
類
及
び
第
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
書
類
の
内
容

４
　
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
し
た
後
速
や
か
に
、
公
表

事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
会
社
の
主
た
る
営
業
所
及
び
事
務
所
に
備
え
、
又
は
当
該
事
項
を
会
社
の
主
た
る
営
業

所
及
び
事
務
所
に
備
え
置
く
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
の
映
像
面
に
必
要
に
応
じ
直
ち
に
表
示
さ
せ
て
一
般
の

閲
覧
に
供
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
ほ
か
、
官
報
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
第
三
項
の
公
表
は
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
四
条
第
四
項
、
法
第
六
条
第
二
項
又
は

法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
後
速
や
か
に
、
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
十
条

の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
後
速
や
か
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
官
報
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他

の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

る
提
出
を
し
た
後
速
や
か
に
、
公
表
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
会
社
の
主
た
る
営
業
所
及
び
事
務
所
に
備
え
、
又

は
当
該
事
項
を
会
社
の
主
た
る
営
業
所
及
び
事
務
所
に
備
え
置
く
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
の
映
像
面
に
必
要

に
応
じ
直
ち
に
表
示
さ
せ
て
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
ほ
か
、
官
報
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
法
第
四
条
第
四
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
届
出
事
項
の
特
例
）

第
二
条
　
会
社
に
つ
い
て
郵
政
民
営
化
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
九
十
二
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

場
合
に
は
、
法
第
四
条
第
四
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
に
掲
げ

る
事
項
の
ほ
か
、
そ
の
業
務
と
同
種
の
業
務
を
営
む
事
業
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
特
に
配

慮
す
る
事
項
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
七
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
号
。
以

下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
郵
便
局
株
式
会
社
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
郵
便
局
株
式
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
号
）
の
施
行
の
日
に
過
疎
地
に
該
当
し
て
い
た
地
域
及
び

そ
の
日
後
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
地
域
は
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
日
本
郵
便
株
式
会
社
法
施
行
規

則
第
四
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
に
規
定
す
る
過
疎
地
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
平
成
二
十
四
年
改
正
法
の
施
行
後
に
過
疎
地
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
同
号
中

「
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
号
）
の
施
行
の
際
」
と
あ
る

の
は
、
「
過
疎
地
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
時
に
お
い
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
係
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
日
本
郵
便
株
式
会

社
法
施
行
規
則
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
号
」

と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
総
務
省
令
第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
及
び
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
三
日
総
務
省
令
第
一
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和

元
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
三
一
日
総
務
省
令
第
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
七
日
総
務
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
八
日
総
務
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
十
六
条
関
係
）

会
計
年
度
（
自
○
○
年
○
月
○
日
　
至
○
○
年
○
月
○
日
）

（
単
位
：
円
）

第
一
号

（
郵
便
業
務
等
）

第
二
号

（
銀
行
窓
口
業
務
等
）

第
三
号

（
保
険
窓
口
業
務
等
）

第
四
号

（
そ
の
他
）

計

営
業
収
益

営
業
費
用

営
業
損
益

（
整
理
方
法
）

１
　
法
第
十
四
条
各
号
の
営
業
収
益
及
び
営
業
費
用
と
し
て
特
定
で
き
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
直
接

整
理
す
る
こ
と
。

２
　
同
条
各
号
に
関
連
す
る
営
業
費
用
は
次
の
基
準
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
整
理
す
る
こ
と
。

（１）
　
営
業
原
価

人
件
費
　
同
条
各
号
の
複
数
の
業
務
に
直
接
従
事
し
て
い
る
職
員
の
勤
務
時
間
比
、
同
条
各
号
の
業
務
の

い
ず
れ
か
の
業
務
に
直
接
従
事
し
て
い
る
職
員
の
人
員
数
比
又
は
作
業
内
容
を
同
じ
く
す
る
職
員
の
集

団
ご
と
の
業
務
に
お
い
て
取
り
扱
う
件
数
の
比
若
し
く
は
体
積
の
比

燃
料
費
　
車
両
を
使
用
し
て
直
接
行
う
業
務
に
お
い
て
同
条
各
号
の
複
数
の
業
務
に
直
接
従
事
し
て
い
る

職
員
の
勤
務
時
間
比
、
取
り
扱
う
件
数
の
比
又
は
体
積
の
比

4



車
両
修
繕
費
　
車
両
を
使
用
し
て
直
接
行
う
業
務
に
お
い
て
同
条
各
号
の
複
数
の
業
務
に
直
接
従
事
し
て

い
る
職
員
の
勤
務
時
間
比
、
取
り
扱
う
件
数
の
比
又
は
体
積
の
比

減
価
償
却
費
　
関
連
す
る
固
定
資
産
価
額
比
、
固
定
資
産
を
使
用
し
て
直
接
行
う
業
務
に
お
い
て
同
条
各

号
の
複
数
の
業
務
に
直
接
従
事
し
て
い
る
職
員
の
勤
務
時
間
比
、
取
り
扱
う
件
数
の
比
若
し
く
は
体
積

の
比
又
は
面
積
の
比

施
設
使
用
料
　
賃
貸
施
設
を
使
用
し
て
直
接
行
う
業
務
に
お
い
て
同
条
各
号
の
複
数
の
業
務
に
直
接
従
事

し
て
い
る
職
員
の
勤
務
時
間
比
、
取
り
扱
う
件
数
の
比
若
し
く
は
体
積
の
比
又
は
面
積
の
比

租
税
公
課
　
関
連
す
る
固
定
資
産
価
額
比
、
固
定
資
産
を
使
用
し
て
直
接
行
う
業
務
に
お
い
て
同
条
各
号

の
複
数
の
業
務
に
直
接
従
事
し
て
い
る
職
員
の
勤
務
時
間
比
、
取
り
扱
う
件
数
の
比
若
し
く
は
体
積
の

比
又
は
面
積
の
比

集
配
運
送
委
託
費
　
集
配
運
送
委
託
契
約
に
基
づ
き
委
託
す
る
業
務
に
お
い
て
取
り
扱
わ
せ
る
件
数
の
比

又
は
体
積
の
比

（２）
　
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

人
件
費
　
同
条
各
号
の
複
数
の
業
務
に
直
接
従
事
し
て
い
る
職
員
の
勤
務
時
間
比
、
同
条
各
号
の
業
務
の

い
ず
れ
か
の
業
務
に
直
接
従
事
し
て
い
る
職
員
の
人
員
数
比
、
作
業
内
容
を
同
じ
く
す
る
職
員
の
集
団

ご
と
の
業
務
に
お
い
て
取
り
扱
う
件
数
の
比
又
は
営
業
原
価
比

減
価
償
却
費
　
関
連
す
る
固
定
資
産
価
額
比
、
固
定
資
産
を
使
用
し
て
直
接
行
う
業
務
に
お
い
て
同
条
各

号
の
複
数
の
業
務
に
直
接
従
事
し
て
い
る
職
員
の
勤
務
時
間
比
、
取
り
扱
う
件
数
の
比
若
し
く
は
体
積

の
比
、
面
積
の
比
又
は
営
業
原
価
比

宣
伝
広
告
費
　
同
条
同
号
の
業
務
の
い
ず
れ
か
の
業
務
に
係
る
宣
伝
広
告
費
比

別
記
様
式
第
一
号
（
第
五
条
関
係
）

別記様式第一号（第五条関係）（平24総省令78・追加）法第六条第二項第一号に規定する郵便局及び法第六条第二項第二号に規定する会社の営業所の名称及び所在地等整理番号名称簡易郵所在地過疎地郵便窓銀行窓保険窓受託郵受託簡関連銀行備考便局口業務口業務口業務便貯金管易生命保又は関連理業務険管理業保険会社務の営業所注1郵便局及び会社の営業所の別に整理すること。2当該郵便局又は当該営業所が簡易郵便局である場合は、「簡易郵便局」の欄に「〇」を記入すること。3所在地が第四条第五項に規定する過疎地に該当するときは、「過疎地」の欄に「〇」を記入すること。4からまでについては、実施する業務には「〇」、実施しない業務には「×」を各該当欄に記入すること。5当該郵便局又は当該営業所に関連銀行又は関連保険会社の営業所が併設されている場合は、併設されている営業所に応じて、「関連銀行又は関連保険会社の営業所」の欄に「関連銀行」又は「関連保険会社」を記入すること。その他届出時の状況に応じて備考欄に記入すること。  

別
記
様
式
第
二
号
（
第
十
七
条
関
係
）

別記様式第二号（第十七条関係）（平24総省令78・旧別記様式・全改）（表）9センチメートル5．5センチメートル第号官職氏名日本郵便株式会社法第16条第2項の規定による検査員証年月日発行年月日限り有効総務大臣印（裏）日本郵便株式会社法抜粋第16条総務大臣は、この法律及び前条第1項各号に掲げる法律を施行するため特に必要があると認めるときは、会社からその業務に関し報告をさせ、又はその職員に、会社の営業所、事務所その他の事業場に立ち入り、帳簿、書類その他の物件を検査させることができる。2前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人にこれを提示しなければならない。3第1項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解してはならない。第22条第16条第1項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避した場合には、その違反行為をした会社の取締役、執行役、会計参与（会計参与が法人であるときは、その職務を行うべき社員）、監査役又は職員は、30万円以下の罰金に処する。  

5


